









ら 74 年にかけての 2.6 倍の上昇や，第２次オイルショックの影響による 78 から 79 年にかけ












月平均で，１バーレル 74.41 ドルと最高値を付けた後は，ピークアウトし，2007 年に入ると 50
ドル台で推移するなど若干下落する傾向も見られた．しかし，2007 年春以降は，再び上昇基調
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1971年 80年 90年 2000年 04年
世界 86.9 77.1 59.9 50.7 47.2
OECD加盟国 100.0 82.8 60.2 53.2 50.0
アメリカ 121.2 101.0 71.0 59.2 56.1
ユーロ圏 85.6 71.3 50.2 45.8 45.0
日本 109.4 81.4 55.9 51.1 47.2
非OECD加盟国 151.7 158.3 154.0 127.1 112.9
（備考）１．IMF“World Economic Outlook Database”より作成．
２．OECD加盟国の1971年を100として指数化したもの．








1,038億 1,379万ドル，部品が 305億 6,587万ドルを占めている．四輪自動車の輸出台数は，










































































完成自動車の輸出先として大きいのは，対欧州向け（2000 年から 2005 年平均で 26.0％），対オー
ストラリア・ニュージーランド向け（同 23.4％）である．これに対し，自動車部品では，対全
世界向け輸出に占める対米国向け輸出のシェアは，2000 年から 2005 年平均で 32.1％と高い．


























































時期のみ，その影響が現れるように，2002 年から 2005 年のみ１で他の期間はゼロとするダミー
変数を原油価格の対数値に乗じている．この推定結果から，名古屋港の自動車関連輸出は，基






























































































７）あいちの県民経済計算 平成 17 年度早期推計（2007）によると，2005 年度の愛知県の実質経済成長率


































































































































































































































































































































（2006）あいちの県民経済計算 平成 16 年度




期推計）http ://www .pref .aich i .jp/toukei/
kisya/webpress_souki.html





















（2007 年 11 月 27日受領）
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